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外国語 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ２ 1 年次 
Revised ENGLISH NOW 

English Communication Ⅰ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

まずは教科書を適切に理解できるように、新出単語や重要表現や文法項目を学ぶ。その上で音読活動

を行いながら、一文ずつ本文の理解に努める。さらに理解した passage(文章)に関して自分の意見を形

成したり、それを他人と話し合ったりして、あるいは関連する別の英文を読んだりして学習内容の理解

を深める。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【1 年次】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

・基本的な語句

を相手が理解

できるように、

アクセントに

注意しながら

発音すること

ができる。 

・日常生活で

よく使う表現

を使って身近

な質問に応答

することがで

きる。 

インタビ

ューテス

ト 

スピーチ 

・アルファベット

26 文字全ての大

文字・小文字を正

確に書くことがで

きる。 

・基本的な語や語

句を正確に書くこ

とができる。 

・名前や生年月

日、年齢などの

身近なことに関

して書くことが

できる。 

ラ イ テ ィ

ン グ テ ス

ト 

定期考査 

・アルファベッ

トが発音される

のを聞いて、ど

の文字か識別す

る こ と が で き

る。 

・ゆっくりと話

されれば、基

本的な語や語

句を正確に理

解することが

できる 

 

リ ス ニ ン

グテスト 

定期考査 

・アルファベ

ットの大文

字、小文字を

理解できる。 

・基本的な

単 語 や 語

句 を 状 況

を 思 い 浮

か べ な が

ら 理 解 で

きる。 

音読テス

ト 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

他者とのコミュニケー
ションに関心を持ち、
自分の知っている英語
を使って、適切に自分
の考えを伝えようとし
ている。 

自分の知っている英語
を使って、話したり、書
いたりすることで自分
の考えを表現してい
る。 

平易な内容の英文を聞
いたり、読んだりして
その概要を理解してい
る。 

単語や語法、文法など
を理解するとともに、
その背景となる慣習や
文化を理解している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Let’s Start 

1 

2 

3 

中学校の復

習 

 

（5時間） 

アルファベット

の書き方を確認

する。 

 

 
単語のつづりと

発音の関係を確

認する。 

 
 
英語の発音やリ

ズムに慣れる 

 

 

英語の辞書の引

き方を身につけ

る。 

 

英語と日本語の

文の構造の違い

を理解する。 

 

 

英語の語順を日

本語との違いか

ら理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・アルファベットの名

前と、文字を並べた

時の発音の違いを理

解し、ペア・ワーク

で確認し合う。 

・ネイティブの発音を確

認するため付属のＣＤを

活用し、ペアでフラッシ

ュカードを使って確認し

合う。 

 

 

・ペア・ワークで英

語の語順を日本語と

の違いから理解す

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・徹底した発音練習に

より英語らしい発音の

基本を頭で理解し、体

で表現する。 

 

・英語らしい発音の基本

が何であるかを頭で理

解し、体で表現する。 

・英語の発音やリズム

に慣れ、朗読の発表会

を行う。 

・インタビューテス

トを実施する。 

「外国語理解の能力」 

・英語と日本語の文の

違いを理解する。 

英語の語順の大切さを日

本語との違いから理解

する。 

・英語と日本語の文の

構造の違いを理解す

る。 

 

 

小テストで理解の程

度を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・英語と日本語の文の

語順の違い。 

・英語の語順の大切さを

日本語との違いから理

解する。 

・簡単な英文が書
ける 

・並べ替え問題をグ

ループ対抗で速さ

を競うゲームをす

る。 

Lesson １

(10時間) 

“Hello 

everyone” 

 

高校生になった

春香が、クラス

メートに自分の

ことを知っても

らうために自己

紹介をする。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・英文は平易であるの

で、自信を持って読

めるようになるまで

繰り返し音読練習す

る 

・自己紹介の表現を学

ぶ。 

・ペアワークにおい

て、互いに協力し

ながら会話を続け

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・内容を口頭で要約す

る。 

 

・ペアで、メモに基づい

て考えを語る。 

・自己紹介の表現を

使って書くことが

できる。 

・インタビューテス

トを実施し、その

内容を取り組み状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・自分の好きなことや

嫌いなこと，趣味など

を話題にして，英語で

自己紹介スピーチをす

る。 

・自分の好きなことや嫌

いなこと，趣味などを話

題にして，英語で自己紹

介スピーチをする。 

・自己紹介の表現を理

解することができる。 

・小テストで理解の

程度を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・動詞 （be 動詞・一

般動詞）、疑問文 

の使い方を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・動詞 （be 動詞・

一般動詞）、助動詞 

の使い方を理解す

る。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 2 

(10時間) 

Text 

Messages 

 

英語と日本語の

ショートメッセ

ージに使われる

顔文字の違いや

略語について理

解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ショートメッセージに

使われる顔文字の違い

や略語について知って

いることや、考えてい

ることを、間違うこと

を恐れず、積極的に話

す。 

 

ショートメッセージに使

われる顔文字の違いや略

語について知っているこ

とや、考えていることを、

ワークシートに基づい

て、ペアで伝えあう。 

 

ショートメッセージ

に使われる顔文字の

違いや略語について

知っていることや、考

えていることを、間違

うことを恐れず、積極

的に話している 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

ショートメッセージに

使われる顔文字の違い

や略語について適切に

書く。 

ショートメッセージに使

われる顔文字の違いや略

語についてワークシート

に英語で書く。 

ショートメッセージ

に使われる顔文字の

違いや略語について

適切に書くことがで

きる 

 

・友だちを何かに誘

うショートメッセ

ージを作成する。

ペアやグループで

確認し合う。ま

た，それぞれの返

信も書いてみる。 

「外国語理解の能力」 

・英語と日本語のショ

ートメッセージに使わ

れる顔文字の違いや略

語について理解する 

・英語と日本語のショー

トメッセージに使われる

顔文字の違いや略語につ

いて理解する。 

英語と日本語のショ

ートメッセージに使

われる顔文字の違い

や略語について理解

出来る 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・疑問文 

・過去形 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・疑問文・過去形の

使い方を理解してい

る。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

Lesson ３ 

(10 時間) 

What Are 

Good 

Snacks? 

 

・マイクとホス

トマザーの対

話，科学者の意

見から，健康に

よいおやつにつ

いて理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし

て聞き取り続け、ペ

アで確認し合う。 

・マイクとホストマザー

の対話，科学者の意見か

ら，健康によいおやつに

ついて、ペア・ワークに

備えてワークシートを準

備する。 

・聞き取れない箇所

や未知の語句があ

っても、推測する

などして聞き取り

続け、ペアで確認

し合っている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・マイクとホストマザ

ーの対話，科学者の意

見から，健康によいお

やつについて説明する

文章を書く。 

・マイクとホストマザー

の対話，科学者の意見か

ら，健康によいおやつに

ついて、ワークシートを

利用し、ペアで対話する。 

・マイクとホストマ

ザーの対話，科学者の

意見から，健康によい

おやつについて文章

を書き、ペアで対話で

きる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する 

「外国語理解の能力」 

・健康によいおやつに

いて書かれた文章の

意図を読みとる。 

・健康によいおやつにつ

いて、文章の内容を理解

する。 

 

 

 

 

・健康によいおやつ

について書かれた

文章の意図を読み

とることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 



「言語や文化についての知識・理解」 

・現在進行形 

･ 接続詞 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・現在進行形 

･接続詞について解し       

ている。 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 4 

(10時間) 

A Friendly 

Hug 

日本とアメリカ

の挨拶の違いを

理解する。アメ

リカでホームス

テイをすること

になった翔太

が，空港での出

迎えのシーンで

驚いたこととは

どのようなこと

だったのかを理

解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・日本とアメリカの挨

拶の違いを理解す

る。 

・ワークシートを利用

し、日本とアメリカの

挨拶の違いについて簡

単な英語で説明する。 

・日本とアメリカの

挨拶の違いを発表

することができて

いる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する 

「外国語表現の能力」 

・日本とアメリカの挨

拶の違いについて説明

する文章を作り、聞き

手に伝わるように話

す。 

・日本とアメリカの挨拶

の違いについて説明する

文章を作り、聞き手に伝

わるように話す。 

・日本とアメリカの

挨拶の違いについて

説明する文章を作り、

聞き手に伝わるよう

に話すことができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する 

「外国語理解の能力」 

日本とアメリカの挨拶

の違いについて書かれ

た文章を読んで、読ん

だことを理解する。 

・日本とアメリカの挨拶

の違いについて読ん

で、その内容を理解す

る。 

日本とアメリカの挨

拶の違いについて書

かれた文章を読ん

で、読んだことを理

解することができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞 

・動名詞 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・不定詞 

・動名詞 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 

Lesson 5 

( 10時間) 

Kawaii 

 

「カワイイ！」

という日本語が

海外で広く浸透

していることを

知り，日本文化

についての様々

な見方を理解す

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・間違うことを恐れず

に、積極的に話す。 

 

・ワークシートを利用

し、簡単な英語で説明

する。 

・間違うことを恐れ

ずに、積極的に話

している。 

 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取り組み状況の

判断材料として活

用する 

「外国語表現の能力」 

・日本文化について説

明する文章を作り、聞

き手に伝わるように話

す。 

・ワークシートを持ちい

て、日本文化について説

明する文章を作り、聞き

手に伝わるように話す。 

・日本文化について

説明する文章を作り、

聞き手に伝わるよう

に話すことができる。 

・インタビューテス

トを実施し、その

内容を取り組み状

況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・本文の内容につい
て読んだことを理
解する。 

・ワークシートを用
いて、本文を読
み、確認テストを
解く。 

 

 

 

 

 

・本文の内容につ
いて読んだこと
を理解すること
ができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、内

容理解を問う出題に

より、内容理解がで

きているかを判断す

る。 



 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・比較 

・ＳＶＯO 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・比較、ＳＶＯＯ 

を理解する 

・定期テストで知識

が身についている

かを判断する。 


